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私 にとってのふれあい言茶合

J ●縦ナキ 奥 村 友 婁

私オま探会を強さ始めたのに 小 ヤFF一年生ぐらいの時でした そ の当時 初 めのうちは 目 をかカイやかせて聴いていま

した力てだんだんおけく■, お てしまうことガネ ありました し力じ 今 は 最 初からft後の1山■ ア ンコールまでし,

″り地けるようになりました こ lLも ヽ れあい古某合の却 洋らしいヽ長奏と楽しいインタピェーの■方■,たとはいます イ

ンタビューの時は い ろいろなわおやユ町などをくわしく 分 かりやすく お もしろくヽ してくれるので4し みの一つてす

特に思い出すの ま t蝶 しのよ=んの声探Ⅲサイタルの時 減 奏全前てま 牛 にい前をくすさをいよう気をイヤけるというお

苦です 拘 をあイなと 栄 いPFr e“iかないということや生勅ど食べないということでした そ こて ■ 来の人ま 人 一倍体

刊を気【こしていること″分かりました 私 はビアタ=督 っていますう( ビアタのコン,一 卜の他に ツ ,イ オリツ 歌  オ

ーケストラ ア ン'ン ブルをども凛しめてこの会に入つて良あったなあとtuぃます 冬 のヨンサート″終わるとよの年のヨ

ンサートは ど ういうの″=ろ っているか ユやくえたくてたまりませんてした て してその中に私の妊ヽ■4毒 やlhをど力“

大ってヽ本と今まで以 ,に票じめるということです

私としては せ アタヨン,ェ ルトなども入れてはじいと思います お れあい音楽今 ま 一 年に1回 しかありません"、 そ

の1コにな回の山Uな ど=罰べた, レ ヨード=鳩 いたりすると も っと内容す分かるようになるとはいます こ うして言栄

とおれあうことrま 大 切たと感しました

1大きくなったら何になるの ?」

大学4  "H藤 ち ぐ さ

幼い氏の■は こ うⅢlわれるとすかさす 「ビアニストJと 誉たていたものでした ネ Jに ビアクを郎くの力f大好きてし

た 0産 の存 は し力■こかおってしまい外r逆 ヽなかったときも 一 日中t― ツrrルトの トルヨ'進 山年のスぅたレ'― ド

を増きつつ 小 学校の入ツヽの向を格■ ,まえて市ちわげてヽたことなどを思いとします し ,し  幼 な子の夢 ユやは,夢

てし力なく 今 私1↓ 医 |"となるために勉強中の平4で す 勿 る今たぅて言栞もど,ノ も大tF gですけれど

普とのコンサー トってどうしてあんなにヽヽ えてしょう な Z学 ■にまちょっと子い査柄です そ れてもコ張って,手々 ま

オツiレ をしてホール こ/E=運んています r`こ のH ブ レイ″イドコ“市衰とおll布の中味を見上しヽ ることう4少し少な

くをつたのは 「工l■あいま準合Jの せい方もしl■ません tつ て あ れこlLIStr必要となく安い値段て素暗しいコンサー

トに李師好 ■近えるんですもの も う2■市になります力、 イィ,スに碇したとき ,ン ドタて ア ンュケナーシ指拒 ロ

イヤル フ ィルの,、 イ,7ス キー 「ヤンフレットJ年 を ロ イヤル ア ルパートホールのよッタス席で崎ては全力てありま

した 信 しちれないくらいの金板のケさと 思 い思いのコR携やま努て言第ど環しんでいる増茶どえて 音 環は表じむものた

という■ではH本はちょっと遅ltてるのかしちととってしまいました で も!「Aれ あいヨンサート」は首柴の原■がちゃ

んと実現喜l■ているとなしています

プロのビアニストにはなれなかった私です力ヽ 今は卸来のビアニストとして 友 人たちとやっているスウィング ン ■ズ

本ンドのビアタ本一卜=担 当したり 友 人のレァイオリンの伴奏をしたり 言 葉を楽しし生活どとつています



吉案 と私

スわ フ 高 田 昭 子

をその親(妥のある0 つ す拡じの,M拡 たのランオから ヤ リア ″ ラスの実しい林,"(客いてどました し ばらく京

章の■を体め ヤ ,=― ムを一 まいにしてァリ,■ =を 頼,ま した mき 茶わって “フー と伸交のためtを つtて しま

いました に んとうにすばちしく売瞳をテクニ ′″て求Ⅲ ト ラマの■こぐっと引さとまれ 魔 法にとりつ力立たような気

丹にをつてしまいました 出i者まオペラ 「タルマJの アリアで主役のノル'か弥 う 「帝らかを女神J(し た このように4

はラシオとかレコードt世 ,の すばうしい減奏長と毎口 お 日にいやお耳にかかって鳴したでいます

メ残揖意岳を3を ↓iを語 垢 a!済 名晩魯岳号けとどE段 チ負ぢ;号 キ];魯 くを号子を塩告た後子モ1告 i:ア を曇森害

山″あったのうと思い す 空について少しすつ理解を拝めていど 今 で1まオヽラカ′大好きになけました 長 女のレッ入ンの

歌声に囲まれ 親 ヤでオペラのビテオやL,と ,な 力rちォベラrF tをするのが楽しい忘口てす

illあい言央な〔H教 子さん 木 村使文喜ん L蔭 しのオさんたちのすばうしいとのtrrンに投 し た いへんど赦いたしま

した 年 に■技子さんの積奏全はじのさもったとても損がい字開気で,こ をわれ斑実をヽ人柄も苺じられました 実 しヽ ッⅢ

とともこ 生 忘れられない■いです こ のように私にとってヽれあい音浜今 ますどうしいi高 装を開くことのできるよい機

会にをっていて来しみのひとつてす

ヽ■あいす率会についての「おlr Ⅲヽわせ」のお■1'をお,き ,け して二年になります こ の宝敵を営架全のために 少 し

てもお投に立つこと力4てさltばと思ったう,です 大 今布″につtて のこと ,ク ットを紛実してしまったこと 今 草の振

込み"遅 れてしまったこと与々いろいるなHIい合わせよあります け には大会してほんとうによかったとか これ"う もす

0と frけてにしいとわ を への■助ましの自真をいただくこと力(あります て のような時はlrfをお,き ■,し てよ力ったと

‖うことがあります お ‖い合わせによ,して■してヽるrr!すじをもあてはしたいと思つています 磁 方です力̀こ立力らも一

生憩命や,て いまたいと思つています

会 長 の 皆 様 へ お 願 い

会■たより 常 科のこ■稿をⅢⅢちします “的■:キ,F格"紙 ″枚内で,臨 いいたします

会 n登 録 は 年度″凌おってしそのまま窪棟まれます

退会希ヨの方は住所 氏 を ■ 猿 会 R暮 号を仰ie入の に前十曖の10月末ロセにJF,あ免となの音舶配韓下さい

ち浅=質 の方も案需に回全員と新会Aの と" 氏 名 trr ttn市 ■Ⅲn/r Ftの)を,な 吉の 1lF所■苑おと,ド さい

尚 来 年度よけ会員登録番号が新しくなりますので 御 承知おきくたさい。
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しん まいス タッフの話

スタウ 近 模 敦 子

会Aのを付 お元■です力 私 は,lU力 ちの分■です″ 去 1:からスタン7と して お =仁 いをさせていたたいており

ます ス タッフの'力`か,った時の私の一格の期待1ま 「来昼エカ労i本者の贅顔カイ比られるutし た ……"F

ど年の冬のコン,一 卜 m通 、Fl さヽん)の 様 子をたってムます

41打 0分 来 座にスタッフ全氏■令 ス テーシからり'一 サルのFt中らしいビ,″ の吉″"こ える 全 ■力ら今口の予定

や■i ttFtな どを■1■る 私 のFFま,■ と全鵜拓 0'|に 削鵜とし 入 堪者の,‐ ッタル′=な lL打 ホ ール入いの差の候

符は私の文在 01い までヽ ままた少しはがある

S時  外 前から■市 「券を紛大 してしまつた JI当 け/Fまある力。 「rF 1ヽま1“序u r‖h日はu「 来京の手材所ですオ J

“c 姓 び廻,て いるうち|=

Ⅲlキ m務  「 ⅢⅢちどうさま中命たい張例 1 ■ いう"て きている 用 i貫まりざりになつても統々と人め有わ“ある 今

Ⅲユ地元b身 の1■ さんだかち特にヽ4や オケⅢ Ⅲ01 Ⅲヽ■と,ら イIる小大りの'性 ″央4“ って言て  「 Ⅲl近吉ん 志市の

ii例は崎衆をrtら■ないことにしているはすオニ 11口の“回公iIもそうrr.た  マ A― ン■―tWい て としいJと いう ■

林をとつて  「 モういうこと1さありません ど う々とこてもおl■り,さ いJと 垣1「とする 在 はlHlてか不満そう 何 なか″

ンブ /=い なわ“ら,ビ ーを行,た り来たり…

6,コ 分 用m,チ ! ス な者の切l■"りてないため|ケ 遅ちせて い よいま叫 ■のベル 常 な 4内i i― ッ,ル ト"(Pビ ~

に航五本 11■ に残念なわら 瑠けなⅢ ,ル 1`卜 のヤ空に受,ど 碩たて 後 十の減なは地力!て も●う

ほいブルーの ドレスカイちょっと′ランヨ,′ クなま来にびったり を ″把‐ていた波4tか, i来 とにりの概や力■市オL

にすうぅといいさまれそうに……

大ヽ■ほ動のうちに終減 0ヒ ーてのサイン合 も1【ⅢJの人 … あっ 先 Pの は,人 =み の中にイⅢやち4な 十な 向 かの

11令と=ゃ し、な,作 も販す 気 が,く と 州 "嵯の1けtⅢl超吉んを″―卜するつ`り で,前 えていた

0叶 20分 会 町の中はlj疎の人のどを すに■' 今 “のコン十一 トユ禁T "つ く'ま え ま栄 じめな力った″ 率 ⅢⅢ二終

わつた調足心と技方 Lt力“気持!く なる 私 も,ち おらせすに■報スタン7の ようこゆとりを`っ て助めらセ■るようにi!くな

りた|、

ilr済京の茉臨 ? 残 合です力Fまたそこまで まとてもとても…  (年 嗅の換を持つととしてどうしてもりにには欧さ こ■,

てしまって 」の〕性の方 =め たな=いわ)
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